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6月９日から市総体が行われ、各会場で熱戦が繰り広げられました。久谷中生も日頃の成果を

発揮すべく、全力で挑みました。 
 
○ 男子バスケットボール 1回戦惜敗 
○ 男子バドミントン  【団体】リーグ優勝（県総体へ）    

【個人シングルス】優勝、１名：ベスト４（県総体へ）、 
３名：１回戦惜敗   

【個人ダブルス】優勝、準優勝、２ペア：ベスト８、 
１ペア：１回戦惜敗 

○ 女子バドミントン  【団体】決勝トーナメント 惜敗（県総体へ）    
【個人シングルス】１名：ベスト８、３名：１回戦惜敗 
【個人ダブルス】 １ペア：ベスト４、１ペア：ベスト８ 

１ペア：2回戦惜敗、２ペア：１回戦惜敗 
○ 男子ソフトテニス  【個人】１回戦惜敗 
○ 女子ソフトテニス  【団体】２回戦惜敗 

【個人】１ペア：３回戦惜敗、１ペア：２回戦惜敗 
    2ペア：１回戦惜敗                                  

○ 軟式野球      ２回戦惜敗              
○ 女子バレーボール  １回戦惜敗 
○ 女子テニス      【団体】愛媛トレセン 優勝（県総体へ） 
                      【個人ダブルス】第 2位（県総体へ） 
                     【個人シングルス】２回戦惜敗 
〇 男子テニス        【個人ダブルス】ベスト４（県総体へ） 
                     【個人シングルス】３回戦惜敗 
〇 サッカー          【団体】ルバンガ ２回戦惜敗 
               トレーフルＦＣ 優勝（県総体へ） 
               麻生 FC ２回戦惜敗            
〇 水泳        ２名：予選敗退 
〇 陸上        １名：予選敗退 
 

参加生徒全員が全力で頑張りました。ご声援ありがとうございました！また、総勢２０名
が 7 月末に行われる県総体に出場します。引き続き、応援をお願いします。 

 

 

 

 

 

  

 
 

 

がんばりました！松山市総合体育大会 

 

 

千紫万紅 

～この久谷で育った最強最高最愛の仲間と共に咲き誇れ～ 

 

生徒会スローガン決定！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒の声 

～８月の主な行事～ 

１日（土）  全日本吹奏楽コンクール愛媛県大会 

11 日 (火）～17 日(月） 学校閉庁日 

2７日（木） 学年招集日 

※ 予定は変更することがあります。最新情報はホームページでご確認ください。 

 

 

「部内発表会を終えて」 
今年度も練習の成果を発揮する部内発表会を行いました。短

い期間での練習でしたが、それぞれの曲の魅力や難しさを感じ

ながら、細かいところにも気をつけて練習することができました。

一人ひとりが練習の成果を十分に発揮し、充実した発表会とな

りました。これからは、夏に行われる吹奏楽コンクールや秋のＲ

ＮＢこども音楽コンクールなどの大会に向け、部員同士で支え

合い、高め合いながらよりよい結果を目指すだけでなく、さまざ

まな行事でみなさんに素敵な音楽を届けられるよう、精一杯頑

張ります。（音楽部女子） 

「総体を終えて」 

僕達は最後まで諦めずに戦い抜きました。新人戦での１回戦

敗退という悲しい結末を糧に必死で練習に励んできました。３年

生にとっては最後の総体、２年生にとっては２回目の総体、１年生

は最初の総体でした。総体では二回戦敗退でした。チームで県

総体出場を目指していましたが、叶えることができませんでした。

３年生には最後の夏の大会が待っているので総体での悔しい気

持ちをバネに変え、より練習に励んでいきます。(軟式野球部)  

「総体を終えて」 

私は団体戦、個人戦シングルス、ダブルスに出場しました。団

体戦では優勝できましたが、個人戦では思うように結果が残せ

なかったので、県大会までにも、さらに練習を重ねて悔いの残ら

ない試合にしたいです。これまで辛い練習を一緒に乗り越えてき

た仲間、そしていつも一番近くで支えてくれた家族、コーチに感

謝し、最後まで諦めない心を持って県大会でも全力でやり切りた

いです。そして、県大会から四国大会に行けるように日々の練習

で一球一球大切に打って、本番で発揮できるように頑張ります。

(女子硬式テニス)  

 

「総体を終えて」 

団体戦では、県大会出場という目標で挑みました。一回戦は

湯山中に 3対 0で勝利し、二回戦では附属中に 1対 2で惜し

くも敗れ、悔しい結果となりました。その悔しさを胸に個人戦に挑

みました。一回戦で雄新中という強敵と対戦しました。大きな不

安とプレッシャーがありましたが、仲間の応援、ペアの掛け声で、

今までの力を出し切ったプレーができました。結果はファイナルま

で持ち込みましたが、3 対 4 で敗れました。悔しい気持ちはあり

ましたが、最高の仲間と最高のペア、最高の先生と巡り会えたこ

とは、かけがえのない宝物です。（女子ソフトテニス部)  

 

「総体を終えて」 

中学校の部活動の集大成である総体を終え、結果は 56 対

53 という僅か３点差という結果での惜敗でした。僕たちは総体

ベスト８を目指し、全員が主体となって日々練習に励んできまし

た。入部したときのことが昨日のことのように思えるくらい過ぎた

時間はあっという間で、苦しさや悔しさの中にもチームメイトと分

かち合えた嬉しさや楽しさなどがあったからだと思います。この部

活動で学んだことは中学校生活の中での大きな財産であり、３

年生はこれからそれぞれの道へ向かって進んで行きます。部活動

で学んだことを胸に刻んで未来へ進んでいきたいです。 

(バスケットボール部)  

 

「総体を終えて」 

僕は、この三年間で仲間と共に日々支え合い、練習も大会も頑

張って来ました。総体では、少し悔しい結果で終えることになって

しまいましたが、この悔しさを次に繋げられるようにこれからも頑

張ります。(男子ソフトテニス部)  

 

「総体を終えて」 

私達は部員 10 人という少ない人数の中で「仲間を信じ最後

まで諦めずに頑張ろう」を合言葉に日々練習に励んできました。

総体では湯山中学校に負けてしまい、１回戦敗退という悔しい結

果になってしまいました。ですが、最後まで諦めず互いに声をか

け、全力で頑張ることができました。3 年生 2 人だけで、プレッシ

ャーを感じたり、上手くいないこともあったりしたけれど、最後ま

でついてきてくれた仲間、応援してくださった方々に心から感謝し

ています。これからは受験に向けて頑張り、1・2 年生は新人戦に

向けて全力で頑張ってもらいたいです。(バレーボール部)  

 

「総体を終えて」 

僕たちは団体戦・個人戦ともに優勝を目指し、日々切磋琢磨し

ながら頑張ってきました。団体戦では、はじめの円陣から気合を

入れて、心を一つにして戦い抜きました。苦しい展開でも声を出

し合い、無敗の優勝を果たすことができました。仲間と喜びを分

かち合えたことは大きな経験となりました。個人戦ではダブルス

として決勝まで勝ち進み、チームメイトとの戦いとなりました。お

互いに全力で臨み、結果は準優勝と悔しさもありましたが達成感

を感じることのできた試合となりました。 

 今後は県総体に照準を合わせて、悔いの残らない試合にできる

よう日々練習に励んでいきます。市総体での課題を踏まえて今で

きることを最大限尽くします。そして最後まで感謝を忘れず、仲間

とともに闘っていきます。 （男子バドミントン部） 

 

「総体を終えて」 

新人戦では 1 回戦敗退という悔しい結果でした。地区総体で

は優勝を目指してチーム一丸で頑張りましたが、結果は 2 回戦

敗退でした。しかし仲間達と共に頑張った 3年間はこれからの生

活に役立つと思います。まだ大会も残っているので悔いがないよ

うに頑張りたいと思います。（男子サッカー部） 

「総体を終えて」 

中学校最後の総体で私は個人、団体ともにベスト 4 以上に入

るという目標を立てていました。団体戦の 2 回戦目の相手はとて

も強いチームでしたが、自分のベストを尽くすことができ、悔いの

ない試合ができました。個人戦では、ほとんどの試合がぎりぎり

の中で見事に勝ち抜くことができ、３位という成績を残すことが

できました。自分が立てていた目標を達成することができたの

は、自分の力だけじゃなくいままで支えてくださった保護者の方

や先生方、コーチがいたからこその結果です。これからも感謝を

忘れず、県大会でも頑張ります。（女子バドミントン部） 

 


